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たちあがれ浦安！
27歳の挑戦！vol.7 2012 年 2月

浦安市第一支部長・浦安市議会議員

柳きいちろう

討議資料

【略歴】　1984 年東京都生まれ。早稲田大学商学
部卒業後、（株）商工組合中央金庫入庫。2011年
に退職し、浦安市議会議員に 27歳で初当選。

コラム ～奨学金について～

市
議
会
議
員
報
酬
10
％
カ
ッ
ト
を

提
案
し
ま
し
た
が
否
決

も
っ
と
詳
し
く
な
ぜ
必
要
か
？
？

　

先
般
の
12
月
議
会
に
於
い
て
、
浦
安
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
10
％
カ
ッ

ト
を
提
案
致
し
ま
し
た
が
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
こ
の

提
案
を
し
た
か
の
チ
ャ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
復
興
費
用
に
つ
い
て
、国
か
ら
の
復
興
交

付
金
で
、あ
る
程
度
ま
か
な
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、そ
れ
で
も
財
政
に
与
え
る

衝
撃
は
大
き
い
点
。将
来
世
代
へ
の
負
担

の
観
点
か
ら
も
平
成
29
年
度
か
ら
は
、災

害
復
旧
に
伴
う
地
方
債
の
返
済
が
始
ま

り
、厳
し
い
財
政
運
営
と
な
り
ま
す
。

②
浦
安
市
は
今
後
、高
齢
者
が
急
増
し

社
会
保
障
費
用
が
か
か
る
。

③
今
後
20
年
間
で
公
共
施
設
長
期
保
全
費

2011年 3月 11日 東日本大震災発生
　浦安市の85％が液状化被害。

復旧・復興費用の増大が見込まれる
　財政状況の悪化。

だから、提案しました。

浦安市の行政改革（行政コストの節約）
を推進する必要がある
　事業（行政サービス）の見直し。傷つ
いた街を回復するためにお金を使うが、そ
の代わり今後市民の皆さまへ負担を願うこ
とが必要になる可能性がある。

　その様な状況が見えるのなら、市民の
代表である市議会議員も身を削るべきでは
と思い提案致しました。
　また私は、いずれ市役所職員の給与も
ベースダウンしなければならない状況になる
と思います。その際、市議会議員が身を
削らずに職員にだけ押しつけるような形に
なったら示しがつかないと思います。

議員報酬削減提案に至った背景

２
６
８
億
円
（
延
床
面
積
５
０
０
㎡
以

上
の
非
木
造
建
物
１
２
２
施
設
）
が
か

か
る
点
（
平
成
20
年
３
月
策
定
浦
安
市

公
共
施
設
長
期
保
全
計
画
に
よ
る
）。

④
外
部
要
因
だ
が
国
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

り
、
今
後
、
地
方
に
お
金
を
ま
わ
す
余
力
が
無

く
な
っ
て
く
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

①
〜
④
を
踏
ま
え
る
と
、
い
ま
こ
そ
浦
安
市
は
節

約
、
利
他
の
精
神
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
引

き
続
き
こ
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
！

　浦安市の財政状況は以前より厳しいで
すが、ただ私はそれでも、厳しいけれど
も前途に希望を持てるような社会の機運
を生み出したいと思います。
　例えば浦安市の進学困難な子どもへ、
浦安市へ何か貢献をすることによって返済
不要となる奨学金を拡充できたらなと思
います。本人が勉強したくなく進学しない
なら納得しますが、勉強したいのに進学
を諦めなければならない状況はなんとも

腑に落ちません。
　以前より日本の就労状況は厳しさを増し
ており、浦安市の学生たちに生き抜く力を
与える機会を若いうちに付与しなければ
ならないと思ってしまいます。ちなみにユ
ダヤ人は、生きていさえすれば失うことの
ない投資先は「自分の頭の中」であると
教えるそうです。お金持ちの家に生まれな
くとも、なにかスキルを付与し希望を持っ
て生きていけるようにしたいものです。

　「教育」の「教」は生きるすべを与える
といった意味を持ち、「育」という日本語は、
ひとり立ちできるまで助け導くという意味
を持ちます。今の日本社会は、「教」はと
もかく「育」のひとり立ちできるまで助け
導くといった精神が欠けているような気が
します。そう思うのは私だけでしょうか。
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柳きいちろうの

こ
れ
で
い
い
の
か

教
育
委
員
会
の
人
選
プ
ロ
セ
ス

国際政治アナリスト藤井厳喜氏講演会のお知らせ
「アメリカ大統領選挙をにらみ
　  今後の世界経済を占う！」
日時：平成 24 年 3月25日（日）15：30 ～ 17：30
会場：＠WAVE101 浦安市入船 1-4-1 ショッパーズプラザ新浦安４階 市民サロン５
費用：無料（お気軽にお越しください）
講師略歴
早稲田大学政治経済学部政治学科卒、クレアモント大学大学院修士課程、ハーバード大
学大学院博士課程修了。専門は国際政治。現在、執筆活動の他に、拓殖大学日本文化研
究所・客員教授、警察大学校・専門講師を務める。著書多数。

お問い合わせ：たちあがれ日本 浦安第一支部
　　　　　　　TEL：047-352-1007　kiichiro.yanagi@gmail.com

　

浦
安
市
で
は
、
平
成
24
年
度
以
降
、

い
わ
ゆ
る
自
虐
史
観
（
子
ど
も
達
が
日

本
を
好
き
に
な
れ
な
い
記
述
内
容
）
の

歴
史
教
科
書
で
あ
る
「
東
京
書
籍
」
が

使
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
は

こ
れ
ま
で
、
こ
の
浦
安
レ
ポ
ー
ト
や
自

身
の
ブ
ロ
グ
で
教
科
書
問
題
を
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
教
科
書
の

内
容
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
教
科
書
を

決
め
て
い
る
教
育
委
員
の
人
選
の
行
政

プ
ロ
セ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

　

公
立
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
の
採

択
権
限
は
、
そ
の
学
校
を
設
置
す
る
市

町
村
や
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
あ

り
ま
す
。
で
は
、
教
育
委
員
は
ど
の
よ

う
に
選
定
さ
れ
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、

こ
れ
は
、「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
第
二
章
、
第
一
節
、
第

四
条
に
は
「
第
四
条 　

委
員
は
、
当
該

地
方
公
共
団
体
の
長
の
被
選
挙
権
を
有

す
る
者
で
、
人
格
が
高
潔
で
、
教
育
、

学
術
及
び
文
化
（
以
下
単
に
「
教
育
」

と
い
う
。）
に
関
し
識
見
を
有
す
る
も
の

の
う
ち
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が
、

議
会
の
同
意
を
得
て
、
任
命
す
る
。」
と

い
っ
た
条
文
が
あ
り
ま
す
。

 　

し
か
し
、
現
場
に
い
る
市
議
の
立
場

で
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
と
、
議
会
で

教
育
委
員
の
選
定
の
判
断
根
拠
と
な
る

資
料
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
の
学
歴
・

職
歴
く
ら
い
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ど
の
よ
う
な
思
想
的
背
景
を
も
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
は
全
く
説
明
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
議
会
に
て
教
科
書
問
題

に
絡
め
て
教
育
委
員
の
推
挙
理
由
に
つ

い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
が
、
何
と
も

曖
昧
な
答
え
し
か
返
っ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
も
う
少
し
判
断
の
材
料
と
な
る

情
報
を
提
示
す
る
な
り
、
交
流
の
場
等

を
与
え
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
な
ぜ
歴
史
教
科
書
に

こ
だ
わ
る
か
申
し
ま
す
と
、
歴
史
を
勉

強
す
る
子
ど
も
達
自
身
が
、
そ
の
日
本

の
歴
史
の
中
に
つ
な
が
り
、
存
在
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
自
分

自
身
の
祖
先
の
物
語
が
日
本
の
歴
史
で

あ
る
と
い
う
点
が
、
他
の
教
科
と
違
う

と
い
う
こ
と
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
が

日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
本
当
に
理
解
す

る
た
め
に
は
、自
分
を
起
点
と
し
、両
親
、

祖
父
母
、
曾
祖
父
母
と
遡
っ
て
い
き
・・・

日
本
人
の
「
縦
の
つ
な
が
り
」
の
中
に

自
分
も
存
在
す
る
こ
と
を
子
ど
も
達
に

伝
え
る
こ
と
が
、
子
ど
も
達
が
日
本
で

生
き
て
い
く
上
で
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
故
、「
自
分
が
日
本
文
明
の
つ
な
ぎ

目
で
あ
り
、
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
新
し

い
も
の
を
付
け
加
え
て
、
次
へ
伝
え
て

い
く
役
割
が
あ
る
」
と
自
覚
出
来
る
よ

う
な
教
科
書
を
何
と
し
て
も
届
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

藤井厳喜氏


